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背景と目的(1/3)

⚫ 背景

➢ 奥日光戦場ヶ原地域には国内外から毎年多くの観光客が来訪

➢ 問題点

• 訪れた観光客が所要時間の見積もりを誤り，
最終バスに乗り遅れる

• 携帯電話の電波が届かないエリアも存在

戦場ヶ原
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背景と目的(2/3)

⚫ 観光支援アプリ「奥日光ナビ」

➢ インターネットにつながらなくても利用可能

➢ 信号を発信するビーコンを

戦場ヶ原各所に設置

➢ 信号を受信すると周辺地域の

情報をアプリ上に表示

• バス停までの所要時間

• 現地周辺の自然や歴史に関する情報

アプリホーム画面

ビーコン受信画面

ビーコン
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背景と目的(3/3)

⚫ 「奥日光ナビ」の課題

➢ 日本語にしか対応していない

⚫本活動の目的

➢ 「奥日光ナビ」の利便性の向上

• アプリの利便性改善

• アプリの多言語化

This is an app that 
supports sightseeing in 
Oku-Nikko.

これは奥日光・
戦場ヶ原地域の
観光支援アプリ
です。

Ini adalah aplikasi 
sokongan 
pelancongan untuk 
kawasan Oku-Nikko.

多言語化イメージ図

英語

マレー語日本語
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アプリについて

⚫ アプリの主な機能

➢ ビーコンを用いた周辺地域の情報提供

➢ マップ機能

• ビーコンやトイレ，バス停の配置場所

• ビーコンの受信状況

➢ 図鑑機能

• 野鳥，花，山に関する画像と説明

➢ 天気予報 図鑑画面マップ画面
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アプリの多言語化(1/3)

⚫ 多言語化での課題

• 手作業での翻訳は多大な手間

• 日本の歴史や文化を前提とした記述の部分は、情報を追加して
分かり易くすることも必要

→ ChatGPT［1］を用いた

プロンプトエンジニアリング

による自動翻訳
ChatGPT

プロンプト(指示)

回答

開発・最適化

プロンプトエンジニアリングイメージ図[1] https://openai.com/chatgpt/
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アプリの多言語化(2/3)
⚫ 開発したプロンプト① 条件付翻訳型 (概要)

[条件]や[注意点]などを考慮して翻訳
➢ [条件]
• 翻訳の目的
• 対象読者
• スタイル

プロンプト

➢ [注意点]
   など

原文 最終翻訳
生成物が
できる様子
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アプリの多言語化(3/3)

⚫ 開発したプロンプト② 翻訳反復型 (概要)

プロンプト①

単純翻訳 [条件]や[注意点]
等を与えて再翻訳

プロンプト② プロンプト③

ChatGPT自身に
評価

プロンプト④

評価結果を基に
再翻訳

評価結果原文 翻訳① 翻訳① 翻訳② &

評価結果

最終翻訳

翻訳②
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アプリの評価実験

⚫ 戦場ヶ原現地での実験

➢ 目的

• プロンプト①と②のどちらによる翻訳が観光アプリに適しているか調査

➢ 実験参加者

• 宇都宮大学の留学生10名

➢ 実験方法

• プロンプト①と②による多言語版アプリを両方使用

• アプリ内の7つの翻訳文についてそれぞれ評価
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評価項目

➢ 7つのコンテンツに対し，

8つの設問を7段階で評価

➢ 2つのプロンプトによる翻訳

の平均値を比較

設問 質問内容

Q1 流暢で読みやすいと感じるか

Q2 英語/マレー語の文化に適した内容になっているか

Q3 文章の内容は理解しやすいか

Q4 文章のスタイルは観光案内として適しているか

Q5 情報が役に立つと思うか

Q6 情報量は適切か

Q7 文章の内容は魅力的だと感じるか

Q8 全体的に内容に満足だと感じるか



⚫ 英語版
• 2つのプロンプト間に大きな差はなく，

どちらも高評価 ⇒ どちらも優れた翻訳

• 全体の満足度 ⇒ プロンプト②の方が

わずかに高評価
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評価結果(1/2)

1

2

3

4

5

6

7

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8

平
均
値

設問

プロンプト① プロンプト②

設問ごとの英語版の平均値(N=6)



⚫ マレー語版
• 2つのプロンプト間に大きな差はなく，

どちらも高評価 ⇒ どちらも優れた翻訳

• 全体の満足度 ⇒ プロンプト②の方が

わずかに高評価

総合的に英語版・マレー語版共に

プロンプト②の方がわずかに高評価
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評価結果(2/2)

1

2

3

4

5

6

7

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8

平
均
値

設問

プロンプト① プロンプト②

設問ごとのマレー語版の平均値(N=6)



2025/2/4 令和6年度大学地域連携活動支援事業_成果報告会 14

今年度の活動内容まとめ

⚫ 今年度の活動内容
➢ Android版アプリのGoogle Playストアへの公開

➢ アプリの英語版・マレー語版のコンテンツ作成

➢ 宇都宮大学コラボレーションフェアでのデモ展示

➢ 戦場ヶ原現地での実験

• ビーコンの動作状況確認・メンテナンス(交換等)

• アプリの動作確認

• 現地ネイチャーガイドの取材

• 英語版・マレー語版アプリの評価実験
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今後の活動予定

⚫ 今後の活動予定

➢ アプリの対応言語の拡大

• 日本語，英語，マレー語以外

の言語への対応

• 言語に応じた最適なプロンプトの開発

➢ ビーコンポイントの拡大

• 湯滝方面への拡大

現在のビーコンエリアと湯滝周辺地域
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